
アルゴリズムとデータ構造　　【先進工学科（情報生体工学PG）】
Algorithms and Data Structures

ナンバリングコード

開設年度 2023 開設部局 工学部

学科・プログラム等

学期 後期 学年 ２年

曜日 月 時限 ２限

履修期 ４期 授業形態 講義

科目区分 選択必修 単位数 2単位
対面／遠隔 対面授業 授業回数 15回

■担当教員

重井徳貴

■共同担当教員

■授業概要

優れたコンピュータプログラムは理解し易く、実行効率も高いが、そうでないものは理解も困難な上に、時間やメモリを浪費する。そ

のようなプログラムは、論理ミスも多くなる。ここでは、個々のプログラム言語に依存しない、良いプログラムを書くために理解しておか

なければならない基礎的事項を講義する。

　まず、アルゴリズムやデータ構造の適切な選び方によって、プログラムの実行時間や作りやすさがが大きく変化することを知る。次に

代表的な量によってどのように計算量が変化するかを示すために、計算量の概念を提示する。配列、リスト、木、グラフなどの基礎

的なデータ構造を説明し、その上に探索アルゴリズムや整列アルゴリズムの解説を行う。

■学修目標

１．アルゴリズムの定義と性質を理解する。

２．指数時間アルゴリズムの計算量増大の速さを理解する。

３．配列とリストを理解する

４．スタックと待ち行列及び木構造を理解する

５．線形探索、二分探索、ハッシュ探索アルゴリズムとその特徴を理解する

６．各種整列アルゴリズムとその特徴を理解する

７．アルゴリズム設計の手法を理解する

■授業計画

１．基本的なアルゴリズム

２．基本的なデータ構造

３．探索

４．二分探索と計算量

５．ハッシュ法

６．スタックと待ち行列

７．再帰的アルゴリズム

８．前半の演習

９．整列アルゴリズムの基礎

10. シェルソートとクイックソート
11. マージソートとヒープソート



12. 比較によらない整列
13. 線形リスト
14. 木構造と2分探索木
15. 後半の演習

■授業方法

アクティブラーニング（その他）演習

■準備学修に必要な学修時間の目安

本科目は、90時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は30時間分（2h×15コマ）となるため、60時間分相当の事前・事
後学修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

■教科書

柴田望洋、新・明解C言語で学ぶアルゴリズムとデータ構造第2版、SBクリエイティブ

■参考書

茨木俊秀、Cによるアルゴリズムとデータ構造、昭晃堂
石畑清、アルゴリズムとデータ構造、岩波書店

■成績評価方法・評価基準

小テスト10%、レポート20%、中間試験35%、期末試験35%で評価する。

■オフィスアワー

初回授業時に提示する。

■連絡先（TEL）

■連絡先（MAIL）
shigei@ibe.kagoshima-u.ac.jp

■担当教員への連絡方法

電気電子工学棟605A　shigei@ibe.kagoshima-u.ac.jp

■履修条件

プログラミング序論演習、プログラミング言語I及び演習

■実務経験のある教員による実践的授業

該当なし

■学科の学修・教育到達目標との関連

C言語を理解していること。

■アクティブ・ラーニング（授業回数）

15回

■備考


	アルゴリズムとデータ構造　　【先進工学科（情報生体工学PG）】 Algorithms and Data Structures
	■担当教員
	■共同担当教員
	■授業概要
	■学修目標
	■授業計画
	■授業方法
	■準備学修に必要な学修時間の目安
	■教科書
	■参考書
	■成績評価方法・評価基準
	■オフィスアワー
	■連絡先（TEL）
	■連絡先（MAIL）
	■担当教員への連絡方法
	■履修条件
	■実務経験のある教員による実践的授業
	■学科の学修・教育到達目標との関連
	■アクティブ・ラーニング（授業回数）
	■備考


